「市民と野党の共闘で政治を変えよう」のよびかけに
私も賛同します
　私は、「市民と野党の共闘で政治を変えよう・調布市民のつどい」（2017年4月14日、戦争はいやだ調布市民の会が主催）のよびかけに賛同します。
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取り扱い者　戦争はいやだ 調布市民の会　〒182-0014　調布市柴崎2－5－9　三宅気

　＜氏名公表の可・否について＞　中央・地方の市民連合、野党への働きかけのために氏名（町名）を連ねてアピールしたいと思います。特に差し支えない方は「可」に〇をつけてください。

＜2017年4月14日「よびかけ」全文＞
2015年9月、安倍政権は、憲法学者や弁護士団体等からの「憲法違反」との指摘や、戦後70年をこえる平和国家としての歩みを踏み外さないでほしい、という圧倒的な国民の願いや声に耳を傾けることなく、集団的自衛権の行使に道を開く安全保障関連法＝戦争法を強行成立させました。昨年11月から南スーダンＰＫＯ（国連平和維持活動）に派遣された自衛隊には、「駆け付け警護」なる新たな任務が付与され、憲法が禁止する海外での武力行使につながりかねない状況が続いています。
　憲法も民意をも顧みない安倍政権を一日も早く退陣させなければ、私たちの平和に生きる希望も未来もないことが明らかとなるなかで、戦争法の廃止とともに安倍政権の打倒を求める市民と野党の共同が全国で大きく広がっています。
昨年の参議院選挙では、「野党共闘」を求める市民の声や運動が、全国32の1人区すべてで野党の統一候補を実現、11の選挙区で自民党候補に勝利するという画期的な成果をあげました。続いておこなわれた新潟県知事選挙では、「原発再稼働反対」を公約に市民と野党の統一候補・米山隆一さんが自公推薦の候補に圧勝しました。市民と野党の共闘こそが、政治を変える確かな道であることが明白になっています。
戦争はいやだ調布市民の会もこれに呼応し、調布市民のみなさんとともに市民と野党の共闘を育て、憲法を無視する政権を打倒するために、運動をあらたに発展させ、飛躍させたいと願っています。
今年は遅くない時期に衆議院議員選挙が行なわれる可能性が高く、295の小選挙区で野党統一候補が実現すれば、安倍政権を支える与党議員の議席を大きく減らし、安倍政権を退陣に追い込むことも可能です。
私たちが暮らす衆院22区（三鷹・稲城・調布・狛江）でも、野党統一候補の実現が切実に求められています。野党各党と立候補を予定している候補者が、私たちの願いに早急に応え、ただちに協議し、一致できる政策にもとづく統一候補を擁立するよう、私たちは求めます。
同じ思いを共有する市民のみなさんの賛同を心から呼びかけます。
賛同者の連名をもって、世論をひろげ、野党に働きかけていきましょう。

